
　無線医療助言通信は、「2006年の海上の労働に関する条約」に基づき、海上のすべての船
舶に無線による医療助言を昼夜問わず24時間365日体制で無料サービスしている事業です。
　本事業により、航海中に乗組員が病気やけがをされた際に、船内における応急処置や患者
のケア、看護方法について、陸上にある特定の医療機関にメール等で患者の症状や、手持ち
の薬剤名や量など必須の10項目の情報を送信することで、専門の医師に助言を求め、医師
から応急処置の助言や指示を受けることができます。

医療助言を受けるには
　船舶内の衛生管理者等からメール、FAX、電話通信等（通信料は有料となります）により、
助言要請を行うことで医師の医療助言が受けられます。

（船員保険部では、無線医療助言をJCHO東京高輪病院およびJCHO横浜保土ケ谷中央病院
に委託しています。）

　メールの場合、文章に加えて外傷や皮膚疾患などの画像を送信することができますので、
より詳細な状態の把握が可能となり適切な助言につながります。

１　無線医療助言通信とは

海上
世界中の海域からの要請

24時間365日体制による医師
の医療助言

洋上救急医療の要請
（P20～）

航路を変更し、緊急入港の
うえ医療機関を受診

①傷病者発生
病院

JCHO東京高輪病院
JCHO横浜保土ケ谷病院

③無線医療助言要請

④医療助言

②病状・けがの状態を確認
　（P３～）

⑤医療助言に従って急病人、ケガ人の対処

助言に従い、応急処置や薬を服用し
経過観察

電話 FAXメール
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日本国内の無線医療相談施設一覧
　無線医療相談ができる国内の医療機関は次のとおりです。（下記の電話番号等による通信
は通話料金が有料になります。）

●メール・電話・FAX

名　称 電話・FAX・メール 住　所

JCHO
東京高輪病院

TEL
FAX
E-mail

03-3443-9191
03-3440-5368
tokyo@museniryo.jp

〒108-8606　
東京都港区高輪３-10-11

JCHO
横浜保土ケ谷中央病院

TEL
FAX
E-mail

045-331-1251
045-334-0154
yokohama@museniryo.jp

〒240-8585　
横浜市保土ケ谷区釜台町43-1

●電話・FAX

名　称 電話・FAX 住　所

小樽掖済会病院 TEL
FAX

0134-24-0325
0134-24-0326

〒047-0032　
小樽市稲穂１-４-１

宮城利府掖済会病院 TEL
FAX

022-767-2151
022-767-2156

〒981-0103　
宮城郡利府町森郷字新太子堂51

横浜掖済会病院 TEL
FAX

045-261-8191
045-261-8149

〒231-0036　
横浜市中区山田町１-2

名古屋掖済会病院 TEL
FAX

052-652-7711
052-652-7783

〒454-8502　
名古屋市中川区松年町４-66

大阪掖済会病院 TEL
FAX

06-6581-2881
06-6584-1807

〒550-0022　
大阪市西区本田２-１-10

神戸掖済会病院 TEL
FAX

078-781-7811
078-781-1511

〒655-0004　
神戸市垂水区学が丘１-21-1

門司掖済会病院 TEL
FAX

093-321-0984
093-331-7085

〒801-8550　
北九州市門司区清滝１-３-1

長崎掖済会病院 TEL
FAX

095-824-0610
095-822-9985

〒850-0034　
長崎市樺島町５-16
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